
53.湖北地方出土の墨書土器

l 十里町遺跡 2 iIi因遺跡 3 五村遺跡

4 相原遺跡 5 弁口遺跡

湖北地方において、これまで、設準土絡が出土した

ということがほとんど報じられていなかったが、ここ

し 2年の問て・、 4遺跡、から 6点の出土を見ている。

盤G土総l:t、遺跡の性格のーま簡を示すi't1fi.な資料であ
り、報告瞥刊行に先立って以下に紹介する次第である.

1.長浜市+里町遺跡八ノ勾地区

十竪町遺跡l立、標高約88mの低滋地に立地し、縄文

時代l晩期及び弥生時代前期の遺物をI断資する自然水路、

衆良~平安時代の縦績に~たれた小水路、土担t群が検

出されているが、鍛符土総はこの小水路及び二以広から

出土している.

(8) 小水路から出土した忽(J~絡め高台付杯身で、胎

土、焼成ともに良好で、色調は階灰色を呈する。口径]4.

5cm、線高4.()cmを計る。高台{主、底部と休部との境界

I-a 

足
I-b 。 5 IOcm 

より隔たらない位置Eにイ寸き、短〈、ほぼまを確に綾地す

る.外商底部と体部との境界付近li強いナデイ寸けかへ

ラ削 1)を施している.休部はほぼ直線的にのび、口縁

先端部{ま丸〈おさめている。平城宮跡SK820、219に

栂当すると思われ、 8世紀中頃~後半の中頃に比定で

きる.

m絵li 、外~衡のほぼ中央にあリ、 ror舎郷」ある

いは「伊脊府」とも税める。 r伊香郷J の場合、当然

伊香郡八郷のうちの伊香郷のことを指すと解してよか

ろう。現在の木之本町大昔あるいは高月町弁口付近と

もいわれる.伊寄郷の地名li、jf(平年中 (931-937)

の成立とされる「和名類深抄」巻七の伊香君s中{こ「伊

香古J とあるのが初見である。(官成良{左)

「伊香厨」と税む場合、鴨御手E大神宮司ヨ状袋(r平
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安遺文J ~4 ~島、 1287号}に r~m御層むとあり、源

傾倒下文案 (r平安遭文」第8"e.4155号)1こr安曇

河御層むとあるよと等から r御膨J が訟舗の一種で広

いg，1\~の瀧闘を指すことが明らかである.従って、 「

伊智子AifJ と緩む場合、伊~績を指している心のと考え

られる.11th官官には弘福み切である伊鯵庄の存在した

ζ とが抵久二年(1070)三月八8の近江国立福寺領荘回

注文や同年・ト月弘樋岩手三綱解等に見え、ニヒ鮮の示す年

代よリ若干下るが、伊笹庄を指す可能性が強い.なお、

・ト11¥町.illfli細江郷域にあリ、 12俊紀中頃には細江庄

械に含まれていたものと考えられる. {田中勝弘)

(b) 柱穴状の小土拡底爺よりlE位置の状態で出土し

た平D1;村J干の外lil:i釘のほぼ中央に処僻されたもの. 「

中」と蹴める.本au亦のil'U.'孟市代。院!羽速のlitU止と
はuめ脆いが、本遺跡、の北東約 1.2kmの低温に寛平七

(895)11'.1栂4告の苓z伝を有する事jlJ!!I.. Sが存:<rする.この

も'院は、地側リによって 2町凶Jiの待力量が復元でき、

条1Il制織行以前の建立であることがIf.められる.また、

神照iJjリ卓三百坊と伝えられ、その1・Jjjの範囲がこの付

近にまで及んでいたと伝えられる.また、本遺跡の~t.

北東約 0.7o付近lこ、環状鴻式の心礎を1iし、白鳳納

の~.瓦が出土し fニニとを伝えるま青庄馬鳩廃嫌があるが、

いずJl:IJ.に関速するものであろうか.

!!;!F土21f1主、焼成、胎土ともに良好で、色liJ.1li内aii

lIli灰色、外面瓜灰色を呈す.法QI.t、口径12.加n、器

高 4.Oc間合計る.底部1孟安定した平底をなし、底部と

i本邸11明瞭な角度で分かIIる.体音~I.t-主主内方に皆幽

した後、やや外反する.ロIt鋪郎l.tJt. <おさめる.平

.14谷町S0485、SK820に相当し、 8世紀前半頃のも

のと思われる.

(e) 緋土中より tおよした腐食イ守派身底節外面の周縁

部に rイJの一宇が認められるものである.泌字の傷

め官U手Tであろうか.

1:骨量 11.、燐成、胎ニヒと も i込~J-で、色間 Ii[']灰色を愛

するo I町fi11、休部と底部との境界の市〈・ |付11開i二、短

〈、主j{[に機JtI!する o O!{U忠良佐)

2. ~長浜市高図i量，. (電々公社験地内)

指向87m付近の低湿地に立地rるz虚飾で、古演時代

前・中期を中心とするjJ物を地徴する自然水路の理土

ゅよリ/Jjj:したものである.土t:u平底訴身で、その

外底部の中央よリやや周*li:f')に銀山市r&gめられる.

r家J と続める-1{:の上iニ fIJ、」かと~.われるもう一

字がItめらHる.土器の焼成、 S防止はとも に良好で、

色閥UIIli灰色を足する.法縁l品、 llt釜12.()cm、銭高3.8

帽を計る.俊郎li九味をおび.Al);8'sと体育Eとの境目は

ややあま弘、体$1まlI~的に外上方 1':のぴ、ロ絡先童書

li九〈おさめている.藤原京跡Ib.陶邑TK461こ相当

し、 7ttt紀後半の Lのと忽われる. {官成良住)

I-c 

2 

4 。

ヲ>

/ト
、土台

s 

3. d!短町五本:ti・2・
IOc・

五村必勝11、相i'695mの低iH地に立地する遺跡で、

湖北地方でl.tLt浜市人快..1'*1ニ次いでニ例目である平

地に立地する方形周，:;~を倹出した. HH!Jjニ穏11.広

範閣に広がるiBiJUえのi1H貧土中よリ、弥生時代以降の

遺物ととむに出:1ニしている.豊島l!J:l:2~ li ~J{!!( 2蓄の係形

478の外低価にlIH'.fしたもので、f_J と rAJ を縦に-IE

ぺて3 かれている.f4:r-だと忠われるが、 f_Jの字

に型点がみられ、 f_令 J となリ、あるいは別字である

かLしれないが、上下の間関ーから 2ネになることには

間違いない bのと考える. (E日中勝弘}
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4. ~毎月町舗原遺跡

柏原遺跡は、伊香郡高月前粕僚に所在する.東方に

高時川が衛流し、遺跡{立、それが形成する自然堤防上

の微高地に立地する.これまでの絢獲で、古約時代後

期から平安時代後期にかけての竪穴式住居跡、羽立柱

建物跡、井戸跡、海跡等を検出している。ここで紹介す

る怨僻土務はピットナンバー94の比較的大型の土枕よ

り出土したものである.灰利陶器のlDl形品。口径13.2

師、器高 2.9cmと小ぷりで、ロt設立衛官Eを外反させ、外

方に踏んばった小さな荷台が付<.およそ11世紀頃の

ものと，恩われ、当遺跡内では最も新しい時期に属する。

ζの時期の明確な遺構としては井戸跡のみであるが、

遺跡の所在する地域が「和名類型?H少」に見る泊JJ，i.郷に

比fをでき、郷が古墳時代後期にさかのぼることが判明

) 54.高月町井口遺跡

出土の古瓦

井口遺跡(位鐙図-5)については、は場経{施工事

や国道 365号線バイパス工事等に伴う事前制強iこよ っ

て、南北約1.11側、東西約 500mの範闘に及び、古境

l時代後期から平安時代にかけての長穴式住居跡群、 4創
立柱建物群等が検出されている。 また、最近、室町時

代頃かと思われる選I也跡が発見さ札、多様な機相を呈

する逃跡であることが判明している。当遺跡{主、東海

地方と日本海地方とを給ぶ古代よ t)の斡遊である北国

脇往還i草(国道 365号線)に沿い、また、遺跡東側1)に

は条理f加Ji盆械を残す水回が開けており、古代交通上の

要所を占め、広大な生産必盤を持っており、古代村落

の発展、展開を解明してい〈のに党誌な資料を縫供す

るものである.この古代村落内に、氏考的な姿紫を持

つのではないかと思われる寺院跡が存在したであろ う

ことは、昭和51年度に笑施した試織翻査によリ、ィ、字

殿町付近で、瓦淑 1)"/)<検出された ζ とで推察さ ttた.

寺院跡に直接関連する逃椛については、現在笑絡して

いる国道 365号線バイパス工事に伴う発郷関査によ っ

ても発見されていないが、今回のこの鰯盗によ って、

軒瓦の新しい資料を得たのでここで紹介しておきたい

と思う.なお、これまでに出土しているものは、軒丸

瓦 2秘類、新平瓦1緩類で、 rはま義重量側関連遺跡発掘

絢主主報告番1V-llJ (滋賀県教育餐日会、財団法人滋

賀際文化財保護協会、 1977年)ゃ r近江の古瓦H潟Ii!童、

湖北J (財図法人滋災保文化財保議協会 r文化財教室

シリーズJ 16)等に紹介されているので参照されたい。

今聞の出土地点は、〆j、字殿町Tの雨降で小字小安と宿

/西の 3小字が接する付近・の旧河遊からの出土である 。

1点li事千九瓦で、被弁6襲。外区にー震の倒線をめぐ

できたとともに、平安時代後期にまで存続していたこ

とが知れる。

きて、愚容は、灰利陶器の飢形品の外底面に見られ、

「今西J と宇~) I売することができる. 「今西」は、東浅

井郡湖北町に今西として地名に見ら札る。湖北町今西

は、長Jl二年(1164)七月来日の~イサーのある |潟明文郎所

蔵兵範記、仁安二年秋巻裂文舎に円E江国浅井西郡今

西庄大番会人空手隙申云々J に初比する「今西庄」域に

含まれるものとされている.録t!}.土器の 「今西J はこ

の「今西庄J の「今西J を指すものと考えられる。 r

今西Jq東浅井郡の紛日郷域に入る。一方柏原遺跡は

伊香郡の粕原郷域に所在するのであり、先述の十塁町

遺跡から「伊香郷(府か?)Jの録慾土器が出土したこ

とに類似した関係を示している。(悶中勝弘)

井口遺跡出土瓦

らせ、外縁との問lには巡珠が影、められない。中mtiー

恨の路線と 1+ 4の珠文を配する。内区の花弁lま肉簿

で、子若返の外側に 3m線で花弁を表している。もう l

点は肝平瓦で、平瓦を軒瓦に転用 したもののようで、

I形の総文を 7図i単純させている.地文liタタキ板を

使用しているらしく、接続部が滋領したリ、また、お

さえて?を形している。

この 2点の軒平 ・軒丸瓦の他に、すでに出土してい

る重孤文府平瓦と単弁八禁事F丸瓦む閉じ|臼河巡から出

土しているが、女ー伴する須~総書宇土若手類に年代的な編

があり、必ずしも問11寺代のちのとは仕維い。湖北地方
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では、保延ミ子大海道 ・尾上 ・弓削満願寺 ・八島廃寺 ・

大w: . 不動谷 . ~務 ・ 枝折・磯遺跡毒事10遺跡地、ら古瓦

の出土を見ているが、現在のところ、この 2点と同型

のものは見られない。ただ、系統的には、弓削満願寺

出土の府丸瓦に同様のものがある。満願寺のものは、

外縁に 2]患の閤線をめぐらせ、花弁{立子築を 2茸の線

で取りまいて表現している。中房も異なる。また、事千

平瓦では、古童文ではないが、保護E寺大海道遺跡出土の

55.く特集〉近江出土の銅鐸

番号 出土 地点 .lI色彩 出土年 出土状況

l 大i阿ii:誌筑豊(娘婿寺) 山自軍 天空~7ミ抱 7 *緬若干総s!.中
2 大i晶子布石山(石山寺) 天王F

3 大法司T石山寺辺 文化3

4 ぶi阜市志郷田T 湖中 昭和7 砂利採l!t!中

5 百有生首11竜王町山商 丘餓 明i(;23 大小:mなリ出土

6 11 11 11 11 

7 守山市章者庄 寛政11

8 11 11 

9 11 " 
10 11 11 

11 野洲町小篠l威 丘践 明治14 土法r"より(141陶)

12 1/ 11 11 " 
13 11 11 11 11 

14 /1 11 " 11 

15 11 11 11 11 

16 11 H " 1/ 

17 11 11 11 1/ 

18 11 " 
11 11 

19 1/ 11 11 " 
20 11 11 H " 
21 11 11 /1 11 

22 11 " 11 11 

23 11 11 11 11 

24 " " 11 11 

25 野洲町小銭!京大量苦山 丘E是 昭和37 3側入り子(10例)

26 11 11 11 " 
27 1/ 11 11 11 

28 /1 11 /1 3例入り子

29 11 H 11 11 

30 11 11 11 /1 

31 11 11 11 3倒入り子・

32 11 11 1/ 
" 

33 1/ 11 11 11 

34 1/ 11 11 

著書考文献

①梅原朱治 r~向鍔の研究』昭和 2年。②梅原米治「近

江発見の小錦錦J 人実質学雑誌50-10昭和10年。③梅原

末治「一群の同箔鈴逃鍔の絵画についてJよ代文化24

昭和29年。@世界考古学大系 2 r日本日」昭和35Af.o

⑤水野正好 q滋賀県野洲郡野洲町小篠原銅鐸滋蔵遺跡

翻恋概要J 8本考古学協会H昨日37年度大会研究発表重要

旨昭和37年o @8本原始美術4昭和39年。⑦総主張栄一

r銅鐸」昭和39王手。@杉原道介 r目;本背銅器の研究」

もので、平瓦の端部に 2lJ!狐を施し、下織に粘土を新

たに貼りイ寸け、指で抑圧して波状にしたものがあり、

本来的なアゴを持たない点に類似点を見出せるものが

ある.満願寺 ・大海道両遺跡出土のものは、およそ喜美

良時代頃のものと思われるが、井口遺跡出土のよれら

の 2点も、それに近い時期のものではないだろうか。

(問中勝弘)

総百富岡 銀t 軍事 身 :Jt 織 参考文献 1結 44a 

(167) {翼線か) ¢油 r扶桑略記a
(1切) r石山寺，*韓起』

(90.9) ~線 六区突敏文宇野 ①似以前》 石山若干減

12.6 翻平 四区事豊後悌ヲヒ @泡溜 ~'\!問販成総;

30.5 続平 六区 11 似叡⑤ *博泌

21.5 11 四区 11 11 

43.0 iM水文(t貸借二区) ③詠@ 5悩問泡(11i文}. 

134.5 3起t車 六区型軽~織文 ①⑤@  3巨~J，説
75.7 11 11 11 (水鳥2羽) 11 

70.0 11 M 11 

11 11 11 11 

68.0 11 11 " 
63.5 

11 

62.5 

60.5 
不明

56.5 

50.5 

50.0 

46.0 

31.0 ftU平 凶広喜望者岳ゆ文

46.0 炎.i$ 六区聖書袋織文 ⑤@吻 ~çt教委

47.2 11 11 11 11 

47.5 11 11 11 11 

53.8 11 1/ 11 11 

5$.2 11 11 11 11 

57.5 11 11 11 11 

68.5 1/ 11 11 11 

78.5 11 1/ 11 11 

8Q.6 11 /1 11 11 

54.2 11 流水文{繊1'1¥') 11 

昭和訂正手。⑨三木文雄 r斜録」日本の美術9昭和48年。

⑪「大陸文化と符銅線」 古代史発搬5昭和49年。⑪西

国守:L， r石山寺議.m姿文化財S同銀の出土地について」滋

祭文化財だより 15昭和53年。その他@鎌木義昌「祭犯

と信仰」日本の考古学則昭和41年。@問中琢「まつつ

からまっリごとへ」古代の日本 5昭和45年。@中口裕

「鍋の考古学」考古学選魯4昭和47年.以よ近江出土

の銅鐸を記載する主な文献を亨lJ記した。(葛野繁樹)
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